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連結営業概況（連結営業概況（第２四半期第２四半期））

運輸運輸
２４％％

※調整額 ▲１７１億円

連結営業収益連結営業収益 １１，，５８３５８３億円億円

不動産不動産
１１３３％％流通流通

２２００％％

ﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽ
１０％１０％

その他その他
１１２２％％

うち、鉄道うち、鉄道２４２４ ％％
バス６バス６７７ ％％

◎◎ グループ会社グループ会社 ：： 子会社子会社７５７５社社、、関連会社関連会社９９社社

◎◎ 特長特長 �� 福岡を事業基盤とする生活関連企業福岡を事業基盤とする生活関連企業……運輸業、運輸業、不動産業、不動産業、流通業など流通業など

�� 西鉄ブランドを基盤に域外展開西鉄ブランドを基盤に域外展開……国際物流事業、ホテル事業など国際物流事業、ホテル事業など

¾¾ ストアストア

３４６３４６億円億円

流 通 業流 通 業

主な事業主な事業

営業収益営業収益

セグメントセグメント

２２２２２２億円億円１６９１６９億円億円３６２３６２億円億円２３１２３１億円億円４２４４２４億円億円

¾¾ 車両車両整備整備
¾¾ 建設建設

¾¾ ホテルホテル
¾¾ 旅行旅行

¾¾ 国際物流国際物流
¾¾ 国内物流国内物流

¾¾ 賃貸賃貸
¾¾ 分譲分譲
¾¾ 管理管理

¾¾ 鉄道鉄道
¾¾ バスバス
¾¾ タクシータクシー

そ の 他そ の 他ﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽ業ﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽ業物 流物 流 業業不 動 産不 動 産 業業運 輸 業運 輸 業

物流物流
２１２１％％



連結連結損益損益のの実績実績（（全業全業））

４１．３４１．３％％５５億円億円１２１２億円億円１６１６億円億円四半期四半期純利益純利益

２３．９２３．９％％１０１０億円億円４０４０億円億円４９４９億円億円経 常 利 益経 常 利 益

１４．３１４．３％％７７億円億円４４９９億円億円５６５６億円億円営 業 利 益営 業 利 益

１．１１．１％％１７１７億円億円１１，，５６６５６６億円億円１，５８３１，５８３億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年１０年度上度上期期１１年１１年度上期度上期

※ ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却費（営業費）

※ 設備投資は単純集計です。

z 国際物流事業において、海外子会社での取扱高が増加

¾¾ 営業営業収益（増収）収益（増収）

¾¾ 営業営業利益・経常利益・利益・経常利益・四半期四半期純利益（各利益とも増益）純利益（各利益とも増益）

z 各社、各事業において、事業構造の見直しや効率化に努めた結果、前年実績を上回った

全般的には、前半において東日本大震災の影響があったほか、競争の激化もあり、厳しい状況で推移

▲６．８▲６．８％％▲７▲７億円億円１０１０５５億円億円９８９８億円億円減 価 償却費減価償却費

▲０．４▲０．４％％▲１▲１億円億円１５６１５６億円億円１５５１５５億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲９．２▲９．２％％▲８▲８億円億円９１９１億円億円８２８２億円億円設 備 投 資設 備 投 資



セグメント別損益状況セグメント別損益状況



１．１． 運運 輸輸 業業

１０．９１０．９％％２２億円億円１７１７億円億円１９１９億円億円営 業 利 益営 業 利 益

▲１．２▲１．２％％▲５▲５億円億円４３０４３０億円億円４２４４２４億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年１０年度上度上期期１１年１１年度上度上期期

¾¾ 営業収益の営業収益の主な増減主な増減要因要因

z 旅客人員の減（鉄道▲１．２％、バス▲０．５％）
z 貸切バス事業の規模縮小

¾¾ 営業利益の営業利益の主な増減主な増減要因要因

z バス事業での路線効率化等の効果

▲１２．８▲１２．８％％▲７▲７億円億円５２５２億円億円４６４６億円億円減価償却費減価償却費

▲６．９▲６．９％％▲５▲５億円億円７０７０億円億円６５６５億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲４１．９▲４１．９％％▲１７▲１７億円億円３９３９億円億円２３２３億円億円設 備 投 資設 備 投 資



▲１０．８▲１０．８％％▲２▲２億円億円１６１６億円億円１４１４億円億円営 業 利 益営 業 利 益

▲１．３▲１．３％％▲１▲１億円億円１１４１１４億円億円１１２１１２億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年１０年度上度上期期１１年１１年度上度上期期

¾¾ 天神大牟田線旅客人員天神大牟田線旅客人員 ▲１．３▲１．３％％

～～ 鉄道事業鉄道事業 （運輸業の内訳）（運輸業の内訳） ～～

※ 営業収益、営業利益は単純集計です。

¾¾ 貝塚線旅客人員貝塚線旅客人員 ▲０．４▲０．４％％

z 定期外 ▲１．３％

z 定期 ＋０．５％

▲１．１▲１．１％％▲１▲１億円億円１０６１０６億円億円１０５１０５億円億円旅 客 収 入旅 客 収 入

▲１．２▲１．２％％▲０．６▲０．６百万人百万人５３５３百万人百万人５２５２百万人百万人旅 客 人 員旅 客 人 員

▲０．２▲０．２％％▲０．０▲０．０百万人百万人２８２８百万人百万人２８２８百万人百万人（定（定 期）期）

▲２．３▲２．３％％▲０．５▲０．５百万人百万人２４２４百万人百万人２３２３百万人百万人（定期外）（定期外）

z 定期外 ▲２．６％

z 定期 ▲０．２％



※ 営業収益、営業利益は単純集計です。

～～ バス事業バス事業 （運輸業の内訳）（運輸業の内訳） ～～

７５７．６％７５７．６％４４億円億円１１億円億円５５億円億円営 業 利 益営 業 利 益

▲１．４▲１．４％％▲４▲４億円億円３１４３１４億円億円３１０３１０億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年１０年度上度上期期１１年１１年度上度上期期

▲０．０▲０．０％％▲０．０▲０．０億円億円２４２４７７億円億円２４７２４７億円億円乗 合乗 合 収 入収 入

▲０．５▲０．５％％▲０．４▲０．４百万人百万人７５７５百万人百万人７４７４百万人百万人一一 般般

▲０．５▲０．５％％▲０．３▲０．３百万人百万人７８７８百万人百万人７８７８百万人百万人（定期外）（定期外）

▲０．５▲０．５％％▲０．７▲０．７百万人百万人１３７１３７百万人百万人１３６１３６百万人百万人乗合乗合旅客旅客人員人員

０．８０．８％％０．００．０百万人百万人３３百万人百万人３３百万人百万人高高 速速

▲０．６▲０．６％％▲０．３▲０．３百万人百万人５８５８百万人百万人５８５８百万人百万人（定（定 期）期）

▲１１．１▲１１．１％％▲３▲３億円億円２４２４億円億円２１２１億円億円貸 切貸 切 収 入収 入

(注)

（注）バス事業内取引を除く（注）バス事業内取引を除くと２億円の減と２億円の減収です。収です。



２．２． 不不 動動 産産 業業

▲０．５▲０．５％％▲０．１▲０．１億円億円３３４４億円億円３４３４億円億円営 業 利 益営 業 利 益

▲１．３▲１．３％％▲３▲３億円億円２３４２３４億円億円２３１２３１億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年１０年度上度上期期１１年１１年度上度上期期

¾¾ 営業収益の営業収益の主な増減主な増減要因要因

z 不動産賃貸事業･･･新規物件の稼働により増収
z 不動産分譲事業･･･販売戸数の減（２１４区画 対前年５５区画減）

０．４０．４％％０．１０．１億円億円２８２８億円億円２８２８億円億円減価償却費減価償却費

▲１．８▲１．８％％▲１▲１億円億円６３６３億円億円６２６２億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲３３．９▲３３．９％％▲１０▲１０億円億円２８２８億円億円１９１９億円億円設 備 投 資設 備 投 資



～不動産業の内訳～～不動産業の内訳～

※ 営業収益、営業利益は単純集計です。

《《 不 動 産 賃 貸 事 業不 動 産 賃 貸 事 業 》》

増減率増減率増増 減減１０年１０年度上度上期期１１年１１年度上度上期期

１．９１．９％％２２億円億円１２９１２９億円億円１３２１３２億円億円営 業 収 益営 業 収 益

３．５３．５％％１１億円億円３１３１億円億円３２３２億円億円営 業 利 益営 業 利 益

《《 不 動 産 分 譲 事 業不 動 産 分 譲 事 業 》》

増減率増減率増増 減減１０年１０年度上度上期期１１年１１年度上度上期期

▲７．９▲７．９％％▲５▲５億円億円６８６８億円億円６３６３億円億円営 業 収 益営 業 収 益

▲１１１．２▲１１１．２％％▲２▲２億円億円２２億円億円▲０．１▲０．１億円億円営 業 利 益営 業 利 益

１４４１４４区画区画

７０７０戸戸

２１４２１４区画区画

▲４３．１▲４３．１％％▲５３▲５３戸戸１２３１２３戸戸（マンション）（マンション）

▲１．４▲１．４％％▲２▲２区画区画１４６１４６区画区画（戸（戸 建）建）

▲２０．４▲２０．４％％▲５５▲５５区画区画２６９２６９区画区画販 売 戸 数販 売 戸 数



３．３． 流流 通通 業業

３．６３．６％％０．１０．１億円億円４４億円億円４４億円億円営 業 利 益営 業 利 益

▲３．７▲３．７％％▲１３▲１３億円億円３５９３５９億円億円３４６３４６億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年１０年度上度上期期１１年１１年度上度上期期

¾¾ 営業収益の営業収益の主な増減主な増減要因要因

z ストア事業･･･競合店の影響や東日本大震災後の消費マインドの低下などもあり減収

３．４３．４％％０．１０．１億円億円４４億円億円４４億円億円減価償却費減価償却費

３．４３．４％％０．２０．２億円億円８８億円億円８８億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

１２１．７１２１．７％％５５億円億円４４億円億円９９億円億円設 備 投 資設 備 投 資



４．４． 物物 流流 業業

７７．８７７．８％％４４億円億円５５億円億円８８億円億円営 業 利 益営 業 利 益

８．９８．９％％３０３０億円億円３３２３３２億円億円３６２３６２億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年１０年度上度上期期１１年１１年度上度上期期

¾¾ 営業収益の営業収益の主な増減主な増減要因要因

z 国際物流事業･･･海外子会社での取扱高の増加

▲５．６▲５．６％％▲０．１▲０．１億円億円４４億円億円３３億円億円減価償却費減価償却費

４１．５４１．５％％３３億円億円８８億円億円１２１２億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲２１．５▲２１．５％％▲１▲１億円億円３３億円億円２２億円億円設 備 投 資設 備 投 資



《《 国国 際際 物物 流流 事事 業業 》》

１０．４１０．４％％３４３４億円億円３３０３３０億円億円３６４３６４億円億円営 業 収 益営 業 収 益

１３４．５１３４．５％％５５億円億円３３億円億円８８億円億円営 業 利 益営 業 利 益

増減率増減率増増 減減１０年１０年度上度上期期１１年１１年度上度上期期

～物流業の内訳～～物流業の内訳～

※ 営業収益、営業利益は単純集計です。

▲４．３▲４．３％％▲８▲８千件千件１９９１９９千件千件１９０１９０千件千件航空輸入航空輸入((件数件数))

２１．１２１．１％％３３千ＴＥＵ千ＴＥＵ１８１８千ＴＥＵ千ＴＥＵ２２２２千千ＴＥＵＴＥＵ海運輸出海運輸出((ＴＥＵＴＥＵ))

２４．０２４．０％％５５千ＴＥＵ千ＴＥＵ２１２１千ＴＥＵ千ＴＥＵ２６２６千ＴＥＵ千ＴＥＵ海運輸入海運輸入((ＴＥＵＴＥＵ))

▲０．８▲０．８％％▲０．５▲０．５千トン千トン６４６４千トン千トン６３６３千トン千トン航空輸出航空輸出((重量重量))

▲５．０▲５．０％％▲６▲６千件千件１３７１３７千件千件１３０１３０千件千件航空輸入航空輸入((件数件数))

２９．４２９．４％％３３千ＴＥＵ千ＴＥＵ１１１１千ＴＥＵ千ＴＥＵ１５１５千千ＴＥＵＴＥＵ海運輸出海運輸出((ＴＥＵＴＥＵ))

２０．５２０．５％％２２千ＴＥＵ千ＴＥＵ１１１１千ＴＥＵ千ＴＥＵ１４１４千ＴＥＵ千ＴＥＵ海運輸入海運輸入((ＴＥＵＴＥＵ))

１０．３１０．３％％３３千トン千トン３１３１千トン千トン３４３４千トン千トン航空輸出航空輸出((重量重量))

※参考（海外子会社取扱高）



５．５． レジャー・サービス業レジャー・サービス業

－－▲３▲３億円億円▲▲０．２０．２億円億円▲４▲４億円億円営 業 利 益営 業 利 益

０．１０．１％％０．２０．２億円億円１６９１６９億円億円１６９１６９億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年１０年度上度上期期１１年１１年度上度上期期

¾¾ 営業収益の営業収益の主な増減主な増減要因要因

z 旅行事業、ホテル事業･･･東日本大震災による影響により減収
z その他サービス事業･･･空港ハンドリング業務の新規受託により増収

¾¾ 営業営業利益利益のの主な増減主な増減要因要因

zホテル事業において、東京地区を中心とした稼働率の低下

４．９４．９％％０．４０．４億円億円１０１０億円億円１０１０億円億円減価償却費減価償却費

▲２２．４▲２２．４％％▲２▲２億円億円１１００億円億円７７億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

１３０．３１３０．３％％１４１４億円億円１１１１億円億円２５２５億円億円設 備 投 資設 備 投 資



《《ホテル事業ホテル事業》》

２．７２．７％％２２億円億円７５７５億円億円７７７７億円億円営 業 収 益営 業 収 益

－－▲４▲４億円億円▲▲１１億円億円▲５▲５億円億円営 業 利 益営 業 利 益

増減率増減率増増 減減１０年１０年度上度上期期１１年１１年度上度上期期

～レジャー・サービス業の内訳～～レジャー・サービス業の内訳～

※ 営業収益、営業利益は単純集計です。

《《 旅行事業旅行事業 》》

－－▲０．２▲０．２億円億円▲▲１１億円億円▲１▲１億円億円営 業 利 益営 業 利 益

増減率増減率増増 減減１０年１０年度上度上期期１１年１１年度上度上期期

▲１０．８▲１０．８％％▲２▲２億円億円２３２３億円億円２１２１億円億円営 業 収 益営 業 収 益

（注）ホテル事業内取引を除くと、実質的には（注）ホテル事業内取引を除くと、実質的には０．４０．４億円の億円の減減収です。収です。

(注)

《《その他レジャー・サービス業その他レジャー・サービス業》》

８０．３％８０．３％２２億円億円２２億円億円４４億円億円営 業 利 益営 業 利 益

増減率増減率増増 減減１０年１０年度上度上期期１１年１１年度上度上期期

３．７３．７％％４４億円億円９４９４億円億円９７９７億円億円営 業 収 益営 業 収 益



６．６． その他その他

¾¾ 営業収益の営業収益の主な増減主な増減要因要因

z 車両整備関連事業･･･前期バス車体製造事業の廃止

－－６６億円億円▲▲９９億円億円▲３▲３億円億円営 業 利 益営 業 利 益

▲０．１▲０．１％％▲０．１▲０．１億円億円２２２２２２億円億円２２２２２２億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年１０年度上度上期期１１年１１年度上度上期期

▲９．１▲９．１％％▲１▲１億円億円７７億円億円７７億円億円減 価 償却費減価償却費

－－５５億円億円▲２▲２億円億円４４億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲５．６▲５．６％％▲０．３▲０．３億円億円５５億円億円５５億円億円設 備 投 資設 備 投 資



連結貸借対照表連結貸借対照表

負
債
・純
資
産

負
債
・純
資
産

総
資
産

総
資
産

０．４０．４億円億円１１,,０６６０６６億円億円１，０６６１，０６６億円億円純 資 産 合 計純 資 産 合 計

▲１９▲１９億円億円１１,,７６１７６１億円億円１，７４２１，７４２億円億円（有利子負債残高）（有利子負債残高）

６６億円億円１１,,９９１９１９億円億円１，９２５１，９２５億円億円固 定 負 債固 定 負 債

▲１３▲１３億円億円９８４９８４億円億円９７２９７２億円億円流 動 負 債流 動 負 債

▲７▲７億円億円２２,,９９０３０３億円億円２，８９７２，８９７億円億円負 債 合 計負 債 合 計

▲６▲６億円億円３３,,９７０９７０億円億円３，９６３３，９６３億円億円合計合計

▲６▲６億円億円３３,,９７０９７０億円億円３，９６３３，９６３億円億円合計合計

▲２７▲２７億円億円３３,,１１７７５億５億円円３，１４８３，１４８億円億円固 定 資 産固 定 資 産

２０２０億円億円７９５７９５億円億円８１５８１５億円億円流 動 資 産流 動 資 産

増増 減減１１１１／３／３月末月末１１１１／／９９月月末末

¾¾ 純資産の純資産の主な増減主な増減要因要因

¾¾ 総資産の総資産の主な増減主な増減要因要因 ¾¾ 負債の負債の主な増減主な増減要因要因
z 販売土地及び建物の増
z 有形・無形固定資産の減
z 投資有価証券の時価下落による減

z 支払手形及び買掛金の減
z 長期預り保証金の増

z 四半期純利益の計上等による利益剰余金の増
z 株式時価下落による評価差額の減



連結キャッシュ連結キャッシュ・・フローフロー

１５１５億円億円▲３４▲３４億円億円▲１９▲１９億円億円（ 借 入 金 ・ 社 債 ）（ 借 入 金 ・ 社 債 ）

▲７▲７億円億円１０５１０５億円億円９８９８億円億円（（ 減 価 償 却 費減 価 償 却 費 ））

▲３▲３億円億円▲▲８３８３億円億円▲８６▲８６億円億円（ 固 定 資 産 の 取 得 ）（ 固 定 資 産 の 取 得 ）

▲４▲４億円億円▲▲７０７０億円億円▲７３▲７３億円億円投 資 活 動投 資 活 動

１３１３億円億円▲▲４９４９億円億円▲３５▲３５億円億円財 務 活 動財 務 活 動

７７億円億円３３３３億円億円４０４０億円億円（税引前（税引前四半期四半期純利益 ）純利益 ）

▲７▲７億円億円１１３１１３億円億円１０６１０６億円億円営 業 活 動営 業 活 動

増増 減減１０年１０年度上度上期期１１年１１年度上度上期期

▲７▲７億円億円２２６８６８億円億円２６１２６１億円億円現金等の現金等の四半四半期末残高期末残高



第１四半期(4月～6月) 第２四半期（7月～9月）

鉄道事業 △２．０％ △０．３％
バス事業 △０．７％ ０．６％

東日本大震災、ＪＲ博多シティ開業及び東日本大震災、ＪＲ博多シティ開業及び
九州新幹線全線開通後の状況九州新幹線全線開通後の状況

◆運輸業◆運輸業 「旅客収入」前年増減率「旅客収入」前年増減率

◆ホテル事業◆ホテル事業 「客室稼働率」前年増減「客室稼働率」前年増減

第１四半期（4月～6月） 第２四半期（7月～9月）

シティホテル △１．５pt ２．８pt
ビジネスホテル※ △５．６pt △２．８pt

◆旅行事業◆旅行事業 「取扱高」前年増減率「取扱高」前年増減率

第１四半期（4月～6月） 第２四半期（7月～9月）

総計 △１２．１％ ３．４％
　（国内） △８．４％ ３．４％
　（海外） △１６．０％ ３．４％

※既存店ベース



２０１１年度２０１１年度
事業計画事業計画の進捗状況の進捗状況



＜第12次中期経営計画グループビジョン＞

「変革に挑む西鉄グループ」
～時代に適応した全事業の構造転換と、新たなお客さま満足の創造～

～私たち一人ひとりの意識改革により実現を目指します～

＜＜第第1212次中期経営計画次中期経営計画 グループビジョン＞グループビジョン＞

「変革に挑む西鉄グループ」「変革に挑む西鉄グループ」
～～時代に適応した全事業の構造転換と、新たなお客さま満足の創造～時代に適応した全事業の構造転換と、新たなお客さま満足の創造～

～～私たち一人ひとりの意識改革により実現を目指します私たち一人ひとりの意識改革により実現を目指します～～

第第１２１２次中計次中計及び及び
２０１１年度事業計画の方針等２０１１年度事業計画の方針等

＜2011年度事業計画基本方針＞
『事業構造改革の推進と新たな事業モデルによる売上拡大』

『ＣＳＲ経営のさらなる浸透に向けた取組み推進』

＜＜20112011年度年度 事業計画事業計画基本方針基本方針＞＞

『『事業構造改革の推進と新たな事業モデルによる売上拡大事業構造改革の推進と新たな事業モデルによる売上拡大』』

『『ＣＳＲ経営のさらなる浸透に向けた取組み推進ＣＳＲ経営のさらなる浸透に向けた取組み推進』』

事業の構造改革・事業の構造改革・
再編の推進再編の推進

◆事業モデルの変革・◆事業モデルの変革・
不採算事業の縮小・撤退不採算事業の縮小・撤退

◆グループ事業の再編◆グループ事業の再編
◆間接コストの圧縮◆間接コストの圧縮

新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造 ＣＳＲ経営の更なる深化ＣＳＲ経営の更なる深化

◆福岡都心部への◆福岡都心部への集客強化集客強化
◆グループ連携・◆グループ連携・
地域密着化の推進地域密着化の推進

◆新たな成長市場への◆新たな成長市場への
対応強化対応強化

◆人材力の向上◆人材力の向上

◆安全・リスクマネジメント◆安全・リスクマネジメント
の継続的推進の継続的推進

◆環境マネジメントの◆環境マネジメントの
取組み推進取組み推進

◆ＣＳの向上、◆ＣＳの向上、
地域・社会との共生地域・社会との共生

重 点 戦 略重重 点点 戦戦 略略



第第１２次中計の業績目標の基本的な考え方１２次中計の業績目標の基本的な考え方

新たな成長に向けた基盤づくり
《 事業の構造改革・新たな収益モデルの構築 》

新たな成長に向けた基盤づくり
《 事業の構造改革・新たな収益モデルの構築 》
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億円

11次中計10次中計 12次中計

<2009年度比>
＋８２億円

リーマンショック後の売上・利益の落ち込みの回復リーマンショック後の売上・利益の落ち込みの回復

リーマン
ショック連

結
営
業
利
益

8.9%

4.4%
2005

9.2%

5.0%
2006

6.5%

4.5%
2007

1.0%

2.7%
2008

2.9%

2.2%
2009

7.3%5.0％5.7%5.1%連結ＲＯＥ

4.5%3.3％2.8%3.6%連結ＲＯＡ

2012201120102004

※2004～2010年度・・・実績、2011年度・・・予想（第2Q決算時点）、2012年度・・・第12次中計

130



《《事業の構造改革・再編の推進事業の構造改革・再編の推進》》

各事業各事業の構造改革の構造改革進捗状況進捗状況

△4
億円

（※）

1
億円

（※）

5
億円

（※）

営業利益
（予想）

【シティホテル】

・飲食エリアをはじめとした
機能の再配置の実施

→レストランの運営効率化、

スペースの一部賃貸化、

客室や宴会場の改装 など

・高収益商品販売強化
（チャーター、ＪＲセット商品）

・組織・経営体制の見直し

【乗合バス】

・不採算路線での補助金受給に向け
た協議の継続

・新商品・サービスの導入
（観光客向け新商品 他）

・新規路線需要の対応
（郊外大型商業施設 他）

・法人営業強化

‘11 進捗状況

8
億円

△3
億円

【シティホテル】

・組織等効率化、料飲原価削減

・婚礼営業強化（法人向け）△5
億円

ﾎﾃﾙﾎﾃﾙ
事業事業

△2
億円

△0
億円

営業利益
（実績）

3
億円

・組織見直し、管理部門合理化
（要員削減△50名）

・重点顧客への営業強化
（行政、スポーツ）

・WEB商品強化（専任部署設置）

△7
億円

旅行旅行

事業事業

11
億円

【乗合バス】

・合理化（路線廃止・減便（約100路線））
→116台、△145人、拠点△3ヵ所

・新規路線需要への対応
（九州新幹線新駅乗入 他）

【貸切バス】

・合理化
→△85台、△110人、拠点△3ヵ所

△21
億円

バスバス

事業事業

営業利益
‘09実績

営業利益
‘12中計‘10 実施施策

※予想は第2Q決算時点



《《新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造》》

福岡都心部への集客強化福岡都心部への集客強化

》》》》天神コア天神コア 『『大規模リニューアル大規模リニューアル』』（（99月）月）

◇◇商業施設商業施設

》》》》ソラリアプラザソラリアプラザ 『『クレジットニモカでのお買上で常時５％ＯＦＦクレジットニモカでのお買上で常時５％ＯＦＦ』』（（99月～）月～）

『『天神ライナー（福岡都心快速バス）運行天神ライナー（福岡都心快速バス）運行』』（（33月～）月～）

『『福岡都市観光福岡都市観光22階建てバス導入階建てバス導入』』（（20122012年春予定）年春予定）

◇◇交通（バス）交通（バス）

天神ライナー天神ライナー◇◇連携による取組み連携による取組み

》》》》グループ連携グループ連携 『『それなら！にしてそれなら！にしてつつ電車・バスで天神に行こうキャンペーン電車・バスで天神に行こうキャンペーン』』（（88月）月）

》》》》地域連携地域連携 We Love We Love 天神協議天神協議会等との連携会等との連携

片道運賃相当分の片道運賃相当分の

ニモカポイントプレゼントニモカポイントプレゼント

電車・バスでの天神往復利用電車・バスでの天神往復利用
＋＋

当社商業施設での一定額以上の買物当社商業施設での一定額以上の買物

屋外スケートリンク屋外スケートリンク イメージ図イメージ図（屋外スケートリンクの開設（（屋外スケートリンクの開設（1212月））月））



《《新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造》》

地域ニーズへの対応強化地域ニーズへの対応強化

○福岡中心部○福岡中心部（福岡市中央区今川）（福岡市中央区今川）での大型複合開発推進での大型複合開発推進（敷地約（敷地約4,7004,700坪、建物坪、建物10,00010,000坪超）坪超）

→マンション＋商業施設→マンション＋商業施設（（20142014年竣工予定）年竣工予定）

○リノベーション事業の拡大○リノベーション事業の拡大

→→11棟リノベーションも実施棟リノベーションも実施（福岡市中央区）（福岡市中央区）

○シニアマンション○シニアマンションのの開発推進開発推進

「サンカルナ二日市」開業（「サンカルナ二日市」開業（88月）、月）、

「サンカルナ小倉大手町」（「サンカルナ小倉大手町」（20132013年年55月竣工予定）月竣工予定）

◇◇まちづくりまちづくり

◇◇交通サービスの強化交通サービスの強化

○鉄道のパーク＆ライド施設整備○鉄道のパーク＆ライド施設整備（久留米エリア・香椎エリア等）（久留米エリア・香椎エリア等）

○駅施設の改修○駅施設の改修 （女性トイレ改修、バリアフリー工事等）（女性トイレ改修、バリアフリー工事等）

》》》》鉄道鉄道

》》》》バスバス ○フィーダー路線新設（九州新幹線駅・大型商業施設など）○フィーダー路線新設（九州新幹線駅・大型商業施設など）（（33月～）月～）

○駅～公共施設を経由するバス路線の新設（福岡南西部）○駅～公共施設を経由するバス路線の新設（福岡南西部）（（1010月～）月～）

博多天神
今川用地（福岡市中央区）

福岡Yahooドーム

大型複合開発用地大型複合開発用地 位置図（福岡市中央区）位置図（福岡市中央区）



《《新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造》》

地域ニーズへの対応強化地域ニーズへの対応強化

交通事業をとりまく環境の変化に対応し、バス・鉄道の今後のあり方や交通事業をとりまく環境の変化に対応し、バス・鉄道の今後のあり方や

機能向上にむけた施策を検討･推進機能向上にむけた施策を検討･推進する専任部門する専任部門

◇◇交通計画部の新設交通計画部の新設

》》》》““地域地域No.1No.1カード”維持に向けた取組みカード”維持に向けた取組み

・利用機会の拡大（スーパーマーケット全・利用機会の拡大（スーパーマーケット全5454店舗への導入、利用可能自販機の拡大等）店舗への導入、利用可能自販機の拡大等）

・銀行、学校、航空会社などとの提携拡大・銀行、学校、航空会社などとの提携拡大

・他バス事業者への導入推進（「・他バス事業者への導入推進（「ICICカードシステム＋バスナビシステム」販売推進）カードシステム＋バスナビシステム」販売推進）

》》》》ニモカデータを活用した営業強化策ニモカデータを活用した営業強化策

・商業施設における顧客分析・販促への活用・商業施設における顧客分析・販促への活用

・鉄道駅勢圏データの作成・分析・鉄道駅勢圏データの作成・分析

・西鉄久留米駅での鉄道・バス・ストア連携による実証実験・西鉄久留米駅での鉄道・バス・ストア連携による実証実験

◇◇ICICカードの普及と活用カードの普及と活用

発行枚数発行枚数

151151万枚万枚
（（10/3110/31現在）現在）



《《新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造》》

新たなマーケットへの進出新たなマーケットへの進出

○鹿児島○鹿児島（イメージ）（イメージ）

》》》》ホテルホテル
○銀座○銀座

○西鉄日本橋ビル（イメージ）○西鉄日本橋ビル（イメージ）

・ソラリア西鉄ホテル・ソラリア西鉄ホテル

（宿泊主体型上級ブランドホテル）（宿泊主体型上級ブランドホテル）

》》》》オフィスビルオフィスビル

西鉄日本橋ビル（仮称）西鉄日本橋ビル（仮称） （（20122012年年55月開業予定月開業予定））

銀座銀座（（99月開業月開業））

鹿児島鹿児島（（20122012年年55月開業予定月開業予定））

→→ 首都圏＆九州全域での首都圏＆九州全域での

““ソラリアソラリア”” ブランドブランド浸透浸透

那覇那覇（（66月開業）月開業）・西鉄イン・西鉄イン

》》》》分譲マンション分譲マンション

【【JRJR九州九州】】熊本「熊本「MarkSMarkS CityCity the the 大江」（大江」（20132013年年22月竣工予定）月竣工予定）

【【双日九州双日九州】】鹿児島「レジオン・サンリヤン照国町（仮称）」鹿児島「レジオン・サンリヤン照国町（仮称）」

（（20132013年年22月竣工予定）月竣工予定）

【福岡県外エリアでの他社との共同開発推進】



《《新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造》》

流通業の強化流通業の強化

》》》》スーパーマーケット事業スーパーマーケット事業

》》》》雑貨館インキューブ雑貨館インキューブ

『『ストア計画室ストア計画室』』を新設を新設

・４月に「木の葉モール橋本店」（福岡市西区）をオープン・４月に「木の葉モール橋本店」（福岡市西区）をオープン

店舗数の拡大店舗数の拡大
インキューブインキューブ

「木の葉モール橋本店」「木の葉モール橋本店」

㈱㈱あんあんくるふじやの概要くるふじやの概要

・筑後・筑後・佐賀・佐賀地域を地盤とし、地域を地盤とし、

生鮮スーパー・酒販店を展開生鮮スーパー・酒販店を展開

・売上高：・売上高：151500億円（億円（20102010年度実績）、年度実績）、

店舗数：店舗数：3366店舗店舗（生鮮スーパー（生鮮スーパー88店、酒販店店、酒販店2626店、他）店、他）

・・収益構造改善、事業規模拡大を収益構造改善、事業規模拡大を強力強力

にに推進推進する体制を構築する体制を構築

北九州北九州

エリアエリア

福岡福岡

エリアエリア

筑後・筑後・佐賀佐賀

エリアエリア

佐賀県佐賀県

福岡福岡県県

北九州北九州

エリアエリア

福岡福岡

エリアエリア

筑後・佐賀筑後・佐賀

エリアエリア
生鮮スーパー 62店

酒販店 26店

業務スーパー 2店

≪≪出店エリア出店エリア≫≫



《《新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造》》

国際物流事業の拡大国際物流事業の拡大

・当社海外ネットワークの拡充と活用・当社海外ネットワークの拡充と活用

・当社グループ間での三国間輸送の・当社グループ間での三国間輸送の

オペレーション標準化オペレーション標準化

・システムを活用したタイムリーな・システムを活用したタイムリーな

出荷情報の提供出荷情報の提供

◇◇海外売上の拡大海外売上の拡大

三国間輸送のさらなる強化三国間輸送のさらなる強化

◇◇海運・ロジの強化海運・ロジの強化

≪23カ国・78都市にネットワークを展開≫

・海運自社定期混載便の増強・海運自社定期混載便の増強

大阪⇔上海（週大阪⇔上海（週22便）の運航を開始便）の運航を開始

混載効率の向上混載効率の向上

・自社ＣＦＳを活用した海上コンテナ貨物の取扱拡大（米国社）・自社ＣＦＳを活用した海上コンテナ貨物の取扱拡大（米国社）

・海運システムの改善と機能強化（・海運システムの改善と機能強化（WebWebを活用した顧客サービスの開始など）を活用した顧客サービスの開始など）



《《新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造》》

国際物流事業の拡大国際物流事業の拡大

・・大連・天津・上海・深大連・天津・上海・深圳圳・香港のゲートウエイ化・香港のゲートウエイ化
→国内→国内物流物流網の拡充、サービス多機能化網の拡充、サービス多機能化

・拠点増設・拠点増設 →→瀋陽（北京社）、重慶（上海社）瀋陽（北京社）、重慶（上海社）

》》》》主要拠点のゲートウエイ化推進主要拠点のゲートウエイ化推進

・・・ｹﾞｰﾄｳｴｲﾎﾟｲﾝﾄ
・・・その他の営業拠点

・ハブとなる空港＆港湾のゲートウエイ化・ハブとなる空港＆港湾のゲートウエイ化

アムステルダム→アムステルダム→ベネルクスベネルクス、ドイツ北西部向け、ドイツ北西部向け

フランクフルト→フランス国境地区、東欧向けフランクフルト→フランス国境地区、東欧向け

ウィーン→ハンガリー向けウィーン→ハンガリー向け

大連
天津

上海

深圳

香港

長春

瀋陽北京

石家壮
泰皇島

唐山

ハルピン

外高橋

蘇州
杭州

成都

アモイ

重慶

武漢

・・・主要都市

【【中国国内での展開（沿岸～内陸）中国国内での展開（沿岸～内陸）】】

◇◇海外現地法人の取組み海外現地法人の取組み

◇中国◇中国

◇欧州◇欧州

中欧・東欧市場中欧・東欧市場への拡大への拡大

◇北米（西海岸エリア）◇北米（西海岸エリア）

・ロサンゼルスにおけるハブ機能構築・ロサンゼルスにおけるハブ機能構築

→サンフランシスコ、サンディエゴ、フェニックス、アルバカーキー、デンバー、メキシコ向け→サンフランシスコ、サンディエゴ、フェニックス、アルバカーキー、デンバー、メキシコ向け



《《新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造》》

アジアの活力の取込みアジアの活力の取込み

◇◇インバウンドインバウンド対応の充実対応の充実

》》》》福岡への誘客福岡への誘客強化強化

○○アジアに向けた情報発信強化アジアに向けた情報発信強化

・・WEBWEB活用による活用によるSUNQSUNQパス・天神コアの情報発信パス・天神コアの情報発信

・「ＬｏｖｅＦＭ」の海外提携局拡大・「ＬｏｖｅＦＭ」の海外提携局拡大

》》》》観光観光者向けサービス強化者向けサービス強化

○○『『FUKUOKAFUKUOKA体験バスチケット体験バスチケット』』の発売（の発売（44月～）月～）

◇◇アジアでの新たなアジアでの新たな事業事業に向けた取組みに向けた取組み

》》》》JICAJICA等と連携したアジアでの交通関連プロジェクトに参画等と連携したアジアでの交通関連プロジェクトに参画

内内 容：バス容：バス22日間フリーチケット＋福岡の様々な体験ができる観光チケットのセット日間フリーチケット＋福岡の様々な体験ができる観光チケットのセット

発発 売売：：2011.2011.4.284.28～～

販売価格販売価格：：5,5005,500円円

【ハングル語サイトでの情報提供】



ＣＳＲ経営のＣＳＲ経営の更なる更なる深化深化

¾¾ 安全性向上策の取り組み安全性向上策の取り組み

・ 完全輸送運動、ヒューマンエラー未然防止活動の継続実施、

鉄道新型運転シミュレータによる乗務員教育強化

¾¾ 安全投資の実施安全投資の実施

・高架構造物の耐震補強、ホーム改良、旅客案内装置更新 など

◇安全マネジメント◇安全マネジメント

¾¾ 改正省エネ法への対応推進改正省エネ法への対応推進

¾¾ 商品・サービスの環境対応推進商品・サービスの環境対応推進

・長期優良住宅・長期優良住宅 「「eco100eco100」の販売推進」の販売推進 ・・ハイブリッドバスの導入継続ハイブリッドバスの導入継続 などなど

ハイブリッドバス¾¾ あいさつ・美化運動の推進、社内モニター制度の実施あいさつ・美化運動の推進、社内モニター制度の実施

◇環境マネジメント◇環境マネジメント

◇ＣＳ向上、地域・社会との共生◇ＣＳ向上、地域・社会との共生

※23年度安全投資 47億円

¾¾ 節電への継続的な取組み節電への継続的な取組み

¾¾ にしてにしてつつグループグループ エエ ココ プロジェクト（“Ｎ－プロジェクト（“Ｎ－ecoecoぷろ”）の推進ぷろ”）の推進

新型シミュレータ

の運転台



２０２０１１１１年度年度 投資計画投資計画

【【２０２０１１１１年度総投資額年度総投資額 ２３５２３５億円億円】】

◎◎ 投資種別の内訳投資種別の内訳

運輸業運輸業
１０１０７７億円億円

流通流通業業
８８億円億円

不動産不動産業業
７７３３億円億円

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業業
２９２９億円億円

その他その他
１４１４億円億円

・・車両新造車両新造

・・変電所建替変電所建替

・・旅客案内装置更新旅客案内装置更新 などなど

・シニアマンション新設・シニアマンション新設

・商業施設リニューアル・商業施設リニューアル などなど

・店舗新設・改装・店舗新設・改装 などなど

◎◎ 投資額の推移投資額の推移

◎◎ セグメント別の内訳セグメント別の内訳

安安 全全
４７４７億円億円

ＩＣカード関係ＩＣカード関係
４４億円億円

新規開発新規開発
６６６６億円億円

維持更新維持更新 他他
１１１９１９億円億円

２３５２３５億円億円２６５億円２６５億円２２６６５億円５億円３７３３７３億円億円２５５２５５億円億円総投資額総投資額

１１１１年度計画年度計画１０１０年度年度００９９年度年度００８８年度年度００７７年度年度年度年度

物流物流業業
４４億円億円

・・ホテル新設ホテル新設 などなど



２０２０１１１１年度年度

収支予想収支予想



２０２０１１１１年度年度 連結収支予想連結収支予想

▲１０．１▲１０．１％％▲６▲６億円億円５８億円５８億円５２５２億円億円当期純利益当期純利益

２１．９２１．９％％２０２０億円億円９２億円９２億円１１２１１２億円億円経 常 利 益経 常 利 益

１８．４１８．４％％２０２０億円億円１１０億円１１０億円１３０１３０億円億円営 業 利 益営 業 利 益

０．５０．５％％１５１５億円億円３，２３９億円３，２３９億円３，２５４３，２５４億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増減額増減額
１１１１年３月期年３月期
（（実績実績））

１２１２年３月期年３月期
（（予想予想））

※ 設備投資は単純集計です。

▲７．４▲７．４％％▲１６▲１６億円億円２１８億円２１８億円２０１２０１億円億円減価償却費減価償却費

０．８０．８％％３３億円億円３３１億円３３１億円３３４３３４億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲１１．２▲１１．２％％▲３０▲３０億円億円２６５億円２６５億円２３５２３５億円億円設 備 投 資設 備 投 資



２０２０１１１１年度年度 セグメント別収支予想セグメント別収支予想

３９３９億円億円６７６億円６７６億円７１５７１５億円億円営業収益営業収益

物 流物 流 業業
７７億円億円１０億円１０億円１７１７億円億円営業利益営業利益

１７１７億円億円５０６億円５０６億円５２３５２３億円億円営業収益営業収益
不 動 産 業不 動 産 業

１０１０億円億円７３億円７３億円８３８３億円億円営業利益営業利益

▲３８▲３８億円億円７６８億円７６８億円７３０７３０億円億円営業収益営業収益

流 通 業流 通 業
▲１▲１億円億円８億円８億円７７億円億円営業利益営業利益

６６億円億円

▲２７▲２７億円億円

２２億円億円

１５１５億円億円

０．１０．１億円億円

▲６▲６億円億円

増減額増減額

３１億円３１億円３１３１億円億円営業利益営業利益

８４６億円８４６億円８４０８４０億円億円営業収益営業収益

運 輸 業運 輸 業

▲６億円▲６億円

４７５億円４７５億円

▲２億円▲２億円

３４７億円３４７億円

１１１１//３３期期
（（実績実績））

０．００．０億円億円営業利益営業利益

４４８４４８億円億円営業収益営業収益

そ の 他そ の 他

０．００．０億円億円営業利益営業利益

３６２３６２億円億円営業収益営業収益

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業

増減要因増減要因
１２１２//３３期期
（（予想予想））

z 不動産分譲事業の増益
（マンション販売戸数増）

z 国際物流事業の増益

z 前期、バス車体製造事業の廃止

z 鉄道事業の減益
z バス事業の赤字解消

z ＩＣカード事業の赤字縮小

z ストア事業の減収（他店との競合）
（前期決算期変更に伴う月数差）

z 旅行事業の赤字解消



＜参考＞＜参考＞ ２０２０１１１１年度年度
セグメント別予想（減価償却費・ＥＢＩＴＤＡ・設備投資）セグメント別予想（減価償却費・ＥＢＩＴＤＡ・設備投資）

▲１▲１億円億円５８億円５８億円５８５８億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

不 動 産 業不 動 産 業 ７７億円億円１３５億円１３５億円１４２１４２億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲２８▲２８億円億円１０１１０１億円億円７３７３億円億円設 備 投 資設 備 投 資

５５億円億円９億円９億円１４１４億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

３３億円億円２０億円２０億円２３２３億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

５５億円億円１８億円１８億円２４２４億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲２▲２億円億円１７億円１７億円１５１５億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲１３▲１３億円億円１４５億円１４５億円１３２１３２億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲１▲１億円億円８億円８億円７７億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

流 通 業流 通 業

２９２９億円億円７８７８億円億円１０７１０７億円億円設 備 投 資設 備 投 資

▲１３▲１３億円億円１１４億円１１４億円１０１１０１億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

運 輸 業運 輸 業

２４２４億円億円

１５億円１５億円

４４２２億円億円

２１億円２１億円

６６億円億円

８億円８億円

１３１３億円億円

１１１１//３３期期（（実績実績））

▲１０▲１０億円億円１４１４億円億円設 備 投 資設 備 投 資

▲１▲１億円億円１４１４億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

そ の 他そ の 他

▲１３▲１３億円億円２９２９億円億円設 備 投 資設 備 投 資

１１億円億円２２２２億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業

▲２▲２億円億円４４億円億円設 備 投 資設 備 投 資

▲２▲２億円億円７７億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

物 流物 流 業業

▲５▲５億円億円８８億円億円設 備 投 資設 備 投 資

増減額増減額１２１２//３期（３期（予想予想））



＜参考＞＜参考＞ ２０２０１１１１年度年度
主な主なセグメント収支予想セグメント収支予想

１５１５億円億円１５６億円１７０１７０億円億円営 業 収 益営 業 収 益

ホ テ ルホ テ ル 事 業事 業レ
ジ
ャ
ー
・

レ
ジ
ャ
ー
・

サ
ー
ビ
ス
業

サ
ー
ビ
ス
業

▲１▲１億円億円▲３億円▲４▲４億円億円営 業 利 益営 業 利 益

２２億円億円▲２億円１１億円億円営 業 利 益営 業 利 益

▲２▲２億円億円４６億円４４４４億円億円営 業 収 益営 業 収 益

旅 行 事 業旅 行 事 業

７７億円億円８億円１５１５億円億円営 業 利 益営 業 利 益

４１４１億円億円６７０億円７１１７１１億円億円営 業 収 益営 業 収 益

国 際 物 流 事 業国 際 物 流 事 業
物
流
業

物
流
業

不
動
産
業

不
動
産
業

運
輸
業

運
輸
業 ▲３▲３億円億円６１５億円６１２６１２億円億円営 業 収 益営 業 収 益

バ ス 事 業バ ス 事 業

▲５▲５億円億円３０億円２５２５億円億円営 業 利 益営 業 利 益

▲２▲２億円億円２２７億円２２４２２４億円億円営 業 収 益営 業 収 益
鉄 道鉄 道 事 業事 業

９億円

１６８億円

６２億円

２６４億円

▲０．４億円

１１１１//３３期期
（（実績実績））

９９億円億円１８１８億円億円営 業 利 益営 業 利 益

１５１５億円億円１８３１８３億円億円営 業 収 益営 業 収 益
不動産不動産分譲分譲事業事業

０．２０．２億円億円６２６２億円億円営 業 利 益営 業 利 益

３３億円億円２６７２６７億円億円営 業 収 益営 業 収 益
不動産不動産賃貸賃貸事業事業

５５億円億円５５億円億円営 業 利 益営 業 利 益

増減額増減額
１２１２//３期３期
（（予想予想））

※ 営業収益、営業利益は単純集計です。



本資料には、将来の業績に関わる記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証本資料には、将来の業績に関わる記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証

するものではなく、リスクや不確実性を含んだものです。将来の業績は経営環境の変化などにするものではなく、リスクや不確実性を含んだものです。将来の業績は経営環境の変化などに

より目標と異なる可能性があることにご留意ください。より目標と異なる可能性があることにご留意ください。


